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︵
右
︶来
場
者
で
に
ぎ
わ
う
模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
＝
11
月
２
日
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

︵
左
︶来
場
者
に
大
き
く
手
を
振
る
ゆ
り
や
ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
＝
11
月
10
日
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス

扉の一言

人
の
唇
か
ら
漏
れ
る
微
笑
み
を
、

自
分
の
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る

人
間
に
私
は
な
り
た
い
。

ア
ン
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン

関西学院グリークラブ
10年連続金賞受賞

阪神タイガース
近本光司選手
独占インタビュー

本学OBの近本光司選手の
今シーズンの総評やプライ
ベート、母校への思いに迫
る。

２面

８面

　

２
０
１
９
年
10
月
１
日
よ

り
、
消
費
税
率
が
８
パ
ー
セ

ン
ト
か
ら
10
パ
ー
セ
ン
ト
に

引
き
上
げ
ら
れ
た
。
急
速
な

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
社
会

保
障
費
が
増
大
し
て
い
る
た

め
、
そ
の
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
が
目
的
だ
。
政
府
は
、

私
た
ち
の
子
や
孫
の
世
代
に

負
担
を
先
送
り
し
て
い
る
現

状
を
打
開
す
る
た
め
に
、
税

収
が
経
済
動
向
に
左
右
さ
れ

に
く
く
、
全
世
代
が
負
担
を

分
か
ち
合
う
こ
と
が
で
き
る

消
費
税
の
引
き
上
げ
に
踏
み

切
っ
た

こ
の
消
費
税
率
引

き
上
げ
に
伴
っ
て
導
入
さ
れ

た
の
が
、
軽
減
税
率
だ
。
こ

れ
は
食
料
品
や
新
聞
と
い
っ

た
一
部
の
生
活
必
需
品
の
消

費
税
率
が
８
パ
ー
セ
ン
ト
に

と
ど
ま
り
、
消
費
者
の
中
で

も
特
に
所
得
の
低
い
人
々
へ

の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す

る
も
の
だ
。
し
か
し
、
全
て

の
人
々
が
こ
れ
を
完
全
に
理

解
す
る
ま
で
相
当
な
時
間
を

要
す
る
。
そ
の
上
、
販
売
業

者
に
と
っ
て
、
２
種
類
の
消

費
税
に
対
応
す
る
た
め
レ
ジ

な
ど
の
設
備
投
資
や
消
費
者

へ
の
周
知
と
い
う
負
担
が
の

し
か
か
る

こ
の
消
費
税
率

引
き
上
げ
は
、
軽
減
税
率
に

よ
っ
て
一
部
の
負
担
が
緩
和

さ
れ
て
も
、
消
費
者
の
家
計

へ
の
負
担
を
増
や
し
て
い

る
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
も

止
ま
る
こ
と
な
く
日
本
の
経

済
を
脅
か
し
続
け
る
。
将
来

の
国
民
の
負
担
を
軽
減
す
る

た
め
、
私
た
ち
若
者
が
よ
り

政
治
や
経
済
に
関
心
を
持

ち
、
今
後
の
動
向
に
着
目
す

る
必
要
が
あ
る
。

新
月
祭
２
０
１
９
大
盛
況

　

新
月
祭
２
０
１
９
が
、10
月
19
日
と
20
日
に
神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、11
月
１
日
か
ら
３
日
に
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
、

11
月
９
日
と
10
日
に
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
。
各
キ
ャ
ン
パ
ス
の
特
色
を
生
か
し
た
実
行
委
企
画
は
、
多
く
の

来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

︹
関
連
記
事
＝
４
面
︺

　

今
年
の
新
月
祭
に
は
、
全
キ
ャ

ン
パ
ス
で
約
４
万
７
千
人
が
来

場
し
、
大
盛
況
の
７
日
間
と
な
っ

た
。

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
11

月
２
日
に
行
わ
れ
た
オ
レ
ン
ジ

レ
ン
ジ
に
よ
る
野
外
ラ
イ
ブ
に

は
、
約
６
千
人
が
集
ま
っ
た
。
例

年
人
気
の
模
擬
店
グ
ラ
ン
プ
リ
に

加
え
、
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ラ
イ

ブ
に
代
わ
る
新
企
画
で
、
来
場
者

が
過
去
の
自
分
に
向
け
て
書
い
た

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
掲
示
す
る
「
ア
ー

ト
２
０
１
９
～
あ
の
時
の
自
分

へ
～
」
な
ど
も
好
評
で
あ
っ
た
。

　

神
戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
と
西

宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行
わ
れ

た
吉
本
興
業
所
属
の
お
笑
い

芸
人
ら
に
よ
る
ラ
イ
ブ
は
満
員

御
礼
、
当
日
訪
れ
た
観
客
を
楽

し
ま
せ
た
。
神
戸
三
田
キ
ャ
ン

パ
ス
の
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
コ
モ
ン

ズ
で
開
催
さ
れ
た
「
ア
ド
ベ
ン

チ
ャ
ー
ラ
ボ
」
で
は
、
幅
広
い

年
齢
層
の
来
場
者
が
企
画
を
楽

し
ん
だ
。
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
で
行
わ
れ
た
「
ぴ
よ
ぴ
よ
ら

ん
ど
」
に
は
親
子
連
れ
を
中
心

に
多
く
の
来
場
者
が
あ
り
、
特

に
９
日
は
企
画
に
長
蛇
の
列
が

で
き
る
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　

新
月
祭
２
０
１
９
実
行
委
員

会
実
行
委
員
長
の
石
原
嵩し
ゅ
う

馬ま

さ

ん
（
経
・
３
）
は
「
す
べ
て
の
日

程
が
事
故
な
く
無
事
に
終
了
し
て

ほ
っ
と
し
て
い
る
。
参
加
し
た
団

体
や
大
学
、
そ
し
て
も
ち
ろ
ん
近

隣
住
民
の
方
々
の
協
力
が
あ
っ
て

こ
そ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
感
謝
し

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　

初
の
３
日
間
開
催
で
あ
っ
た

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の

新
月
祭
で
は
、
運
営
に
お
い
て

も
変
化
が
あ
っ
た
。
３
日
目
の

終
了
時
刻
を
去
年
か
ら
１
時
間

延
び
た
16
時
と
し
た
こ
と
だ
。

「
で
き
る
だ
け
多
く
の
来
場
者

に
少
し
で
も
長
い
時
間
、
新
月

祭
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
だ
」

と
石
原
さ
ん
は
語
る
。
撤
収
の

時
間
が
減
る
こ
と
は
、
実
行
委

に
と
っ
て
大
き
な
負
担
で
も
あ

る
。「
特
に
校
内
の
掃
除
に
は
時

間
が
か
か
り
、
最
終
日
の
翌
日

に
授
業
が
行
わ
れ
る
場
合
を
想

定
す
る
と
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

来
年
へ
の
課
題
だ
」
と
石
原
さ

ん
は
話
す
。

　

大
学
祭
準
備
委
員
会
規
約
改

正
に
よ
り
、
来
年
以
降
の
新
月

祭
に
は
課
題
が
山
積
み
で
あ
る
。

石
原
さ
ん
は
「
去
年
、
今
年
と

来
年
の
新
月
祭
に
向
け
て
運
営

や
当
日
の
企
画
な
ど
で
試
験
的

な
こ
と
も
行
っ
て
き
た
。
日
数

が
減
っ
て
も
満
足
度
の
変
わ
ら

な
い
新
月
祭
を
開
催
で
き
る
よ

う
に
し
て
い
き
た
い
」
と
来
年

以
降
へ
の
課
題
を
語
っ
た
。

大
学
祭
総
部
発
足
へ

　

来
年
２
月
１
日
か
ら
大
学
祭
準

備
委
員
会
が
大
学
祭
総
部
と
し
て

新
た
に
発
足
す
る
。

　

今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
大
学
祭

準
備
委
員
会
規
約
の
改
正
に
よ
る

も
の
だ
。来
年
以
降
の
新
月
祭
で
、

例
年
行
わ
れ
て
い
た
開
催
の
た
め

の
署
名
活
動
は
廃
止
さ
れ
、
公
示

に
よ
っ
て
開
催
提
起
を
行
う
。
大

学
の
公
式
行
事
に
な
る
こ
と
で
、

新
月
祭
の
安
定
し
た
開
催
が
実
現

す
る
一
方
、
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
で
の
新
月
祭
の
日
程
が
２
日

間
に
縮
小
さ
れ
る
こ
と
も
決
ま
っ

て
い
る
。

　

新
月
祭
２
０
１
９
実
行
委
員
会

実
行
委
員
長
の
石
原
さ
ん
は
「
毎

年
春
の
署
名
活
動
は
、
学
生
の
新

月
祭
を
し
た
い
と
い
う
声
を
集
め

る
大
切
な
機
会
だ
っ
た
。
大
変
な

作
業
で
は
あ
っ
た
が
、
全
員
で
協

力
し
達
成
す
る
こ
と
で
、
組
織
の

団
結
力
を
深
め
る
こ
と
に
も
つ
な

が
っ
て
い
た
」
と
署
名
活
動
が
な

く
な
る
こ
と
へ
の
寂
し
さ
を
述
べ

た
。
ま
た
「
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

で
の
開
催
の
日
程
が
縮
小
さ
れ
る

こ
と
は
大
き
な
変
化
だ
が
、
こ
れ

か
ら
も
来
場
者
に
楽
し
ん
で
帰
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
な
新
月
祭
を
目

指
し
た
い
。
そ
し
て
、
今
回
新
月

祭
の
公
式
行
事
化
は
自
分
た
ち
だ

け
で
達
成
し
た
も
の
で
は
な
い
。

こ
れ
ま
で
関
わ
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
お
か
げ
で
も
あ
る
。
感
謝
し

て
い
る
」
と
語
っ
た
。

K. G. AWARD’19でパフォーマンスする文化総部書道部
＝11月３日、西宮上ケ原キャンパス
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今
年
は
、
本
学
が
創
立
１
３
０

年
を
迎
え
る
。
ま
た
、
本
学
が
原

田
の
森
か
ら
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
に
移
転
し
て
か
ら
90
年
、
博

物
館
の
開
館
5
周
年
と
節
目
が
重

な
る
年
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
を
記
念
し
、
特
別
展 

「
関
西
学
院
の
１
３
０
年 

１
８
８ 

９
︱
２
０
１
９
」
が
本
学
博
物
館

で
開
か
れ
て
い
る
。
初
代
院
長
の

Ｗ
・
Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
を
中
心
に
、

吉
岡
美
國
、
Ｊ
・
Ｃ
・
Ｃ
・
ニ
ュ
ー

　

10
月
14
日
、「
第
52
回
関
西
学
院
史

研
究
会
」
が
、
本
学
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
の
Ｈ
号
館
３
０
１
教
室
で
行
わ

れ
た
。
本
研
究
会
で
は
、『
ベ
ー
ツ
宣

教
師
の
挑
戦
と
応
戦
』
の
出
版
を
記
念

し
て
、
本
学
名
誉
教
授
の
神
田
健
次
氏

に
よ
る
講
演
が
開
か
れ
た
。本
講
演
は
、

「
関
学
」
学
の
一
環
と
し
て
、
学
院
史

編
纂さ

ん

室
の
共
催
で
行
わ
れ
た
。
一
般
参

加
可
能
だ
っ
た
。

　

講
演
は
、
本
学
第
4
代
院
長
の
Ｃ
．

 

Ｊ
．Ｌ
．ベ
ー
ツ
宣
教
師
の
生
い
立
ち
か

ら
死
没
ま
で
と
、
ベ
ー
ツ
宣
教
師
が
本

学
に
与
え
た
影
響
を
中
心
に
行
わ
れ

た
。
ベ
ー
ツ
宣
教
師
の
言
葉
で
、
本
学

の
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
り
認
知

度
の
高
い
“
マ
ス
タ
ー
・
フ
ォ
ア
・
サ
ー

ビ
ス
”
の
み
な
ら
ず
、
上
ケ
原
キ
ャ
ン

パ
ス
を
評
し
た“W

e have no fence ”

（
垣
根
の
な
い
大
学
）
な
ど
、
ベ
ー
ツ

宣
教
師
の
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
人

物
像
や
活
動
が
示
さ
れ
た
。

　

学
院
史
編
纂
室
の
池
田
裕
子
専
任
主

　

11
月
15
、
16
日
の
2
日
間
、
神

戸
三
田
キ
ャ
ン
パ
ス
Ⅱ
号
館
で

「
リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ア
２
０
１
９
」

が
開
催
さ
れ
た
。
こ
れ
は
学
生
の

KGニュース
　

11
月
23
日
に
関
西
学
院
グ
リ
ー

ク
ラ
ブ
は
、
京
都
ロ
ー
ム
シ
ア

タ
ー
で
行
わ
れ
た
第
72
回
全
日
本

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
大
学
ユ
ー
ス
合

唱
の
部
に
て
、
10
年
連
続
と
な
る

口
頭
発
表　

西
野
ゼ
ミ 

最
優
秀
賞
に

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ア
２
０
１
９
開
か
れ
る

口
頭
発
表　

西
野
ゼ
ミ 

最
優
秀
賞
に

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ア
２
０
１
９
開
か
れ
る

金

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
10
年
連
続

金
賞
を
受
賞
し
た
。

　

当
日
は
、
課
題
曲
と
自
由
曲

の
２
曲
を
合
唱
し
た
。
自
由
曲

の
「Messe Solennelle

（
荘
厳

ミ
サ
）
か
らGloria

」
は
、
約
70

年
前
に
第
１
回
の

同
コ
ン
ク
ー
ル
で

グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
が

金
賞
を
受
賞
し
た

と
き
の
課
題
曲
の

続
章
だ
。
全
パ
ー

ト
が
同
じ
音
を
歌

う
、
所
謂
ユ
ニ
ゾ

ン
が
と
て
も
難
し

い
曲
だ
が
、
10
年

連
続
金
賞
を
受
賞

す
る
と
き
は
こ
の

曲
で
再
演
を
し
た

い
と
選
曲
し
、
特

に
力
を
入
れ
て
練

習
を
繰
り
返
し
た

と
い
う
。

　

こ
れ
ま
で
数
々
の
賞
を
受
賞

し
、
様
々
な
舞
台
で
演
奏
を
し
て

き
た
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
だ
が
、
普
段

の
練
習
か
ら
、
た
だ
歌
う
の
で
は

な
く
、
歌
う
曲
の
意
味
を
聞
き
手

に
伝
え
る
と
い
う
こ
と
に
重
き
を

置
い
て
い
る
。
歌
詞
の
意
味
を
考

え
て
研
究
し
、
ア
ク
セ
ン
ト
や
抑

揚
を
工
夫
し
て
伝
え
た
い
こ
と
を

音
楽
に
す
る
と
い
う
。
今
回
演
奏

し
た
課
題
曲
は
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
語

で
あ
っ
た
た
め
、
講
師
た
ち
に
助

言
を
受
け
な
が
ら
研
究
を
し
た
。

　

部
長
の
林
浩
平
さ
ん
（
経
・
４
）

は
「
10
年
連
続
金
賞
を
受
賞
す
る

こ
と
が
で
き
た
の
は
、
自
分
た
ち

の
力
だ
け
で
は
な
く
、
Ｏ
Ｂ
や
関

係
者
の
お
か
げ
で
あ
り
、
と
て
も

感
謝
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
引
き

継
い
で
き
た
バ
ト
ン
を
後
輩
た
ち

に
良
い
か
た
ち
で
渡
す
と
い
う
役

目
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
た
」
と

語
っ
た
。

　

最
後
に
林
さ
ん
は
本
学
学
生
に

「
大
学
４
年
間
の
中
で
何
か
に
一

生
懸
命
に
な
る
こ
と
は
人
生
で
と

て
も
大
切
な
こ
と
だ
と
思
う
。
み

な
さ
ん
に
も
大
学
生
活
で
打
ち
込

む
こ
と
が
で
き
る
も
の
が
見
つ
か

り
、
そ
れ
が
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
で
あ

れ
ば
嬉
し
い
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

残
し
た
。

　

4
回
生
の
卒
業
公
演
は
来
年
２

月
23
日
に
兵
庫
県
立
芸
術
文
化
セ

ン
タ
ー
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｋ
Ｏ
大
ホ
ー

ル
で
行
わ
れ
る
、
関
西
学
院
グ

リ
ー
ク
ラ
ブ
リ
サ
イ
タ
ル
だ
。
4

回
生
引
退
前
の
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

演
奏
を
楽
し
む
こ
と
の
で
き
る
最

後
の
機
会
に
、
足
を
運
ん
で
み
て

は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

ト
ン
、
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｌ
・
ベ
ー
ツ
ら

4
人
の
院
長
の
関
連
資
料
や
本
学

の
歩
み
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

本
学
創
立
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で

の
展
示
の
中
で
、
特
に
注
目
す
べ

き
展
示
物
は
「
和
英
英
和　

袖
珍

辞
典
」
で
あ
る
。「
袖
珍
」
は
袖

に
入
る
く
ら
い
小
さ
な
も
の
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

　

こ
の
辞
書
は
初
代
院
長
の
Ｗ
・

Ｒ
・
ラ
ン
バ
ス
が
１
８
８
９
年
に

父
親
の
ジ
ェ
ー
ム
ス
に
送
っ
た
も

管
は
出
版
の
経
緯
を
「
奉
仕
の
た
め
の

練
達
の
提
言
者
と
し
て
有
名
で
あ
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
ベ
ー
ツ
宣
教
師
に
つ

い
て
書
か
れ
た
書
籍
は
な
か
っ
た
。
学

院
の
歴
史
を
ま
と
め
る
と
い
う
我
々
の

業
務
を
、
グ
ル
ー
ベ
ル
前
院
長
の
監
修

で
、
書
籍
と
し
て
出
版
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
は
嬉
し
い
」
と
語
る
。
本
書
は

特
に
本
学
Ｏ
Ｂ
を
中
心
に
よ
く
売
れ
て

い
る
と
い
う
。「
10
月
に
本
書
を
記
念

し
て
、
三
日
月
会
（
本
学
同
窓
会
東
京

支
部
主
催
）
で
講
演
を
し
た
が
、
参
加

者
の
多
く
が
本
書
を
読
ん
で
か
ら
参
加

し
て
い
た
。
本
学
Ｏ
Ｂ
の
母
校
愛
の
強

さ
を
感
じ
た
」。

　

２
０
２
０
年
は
ベ
ー
ツ
宣
教
師
の
院

長
就
任
か
ら
１
０
０
年
、
ベ
ー
ツ
宣
教

師
の
出
身
国
で
あ
る
カ
ナ
ダ
と
関
西
学

院
の
交
流
が
始
ま
っ
て
か
ら
１
１
０
年

の
節
目
の
年
だ
と
い
う
。「
具
体
的
に

は
何
も
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
ま
た
何

か
企
画
を
催
せ
れ
ば
」
と
池
田
さ
ん
は

語
っ
た
。

た
め
に
研
究
発
表
の
場
を
設
け
る

目
的
で
始
ま
っ
た
企
画
で
、
今
年

で
第
22
回
目
の
開
催
と
な
る
。
企

画
で
は
本
学
学
生
や
高
校
生
が
独

自
に
進
め
た
研
究
を
、
口
頭
発
表

や
ポ
ス
タ
ー
発
表
な
ど
様
々
な
形

式
で
披
露
し
た
。
ま
た
、
研
究
発

表
の
他
に
も
学
生
と
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ

と
の
交
流
会
が
行
わ
れ
、
市
役
所

や
建
築
業
な
ど
で
活
躍
す
る
Ｏ

Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
出
演
し
た
。
企
画
で

は
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
が
学
生
に
向
け
て

業
種
ご
と
の
仕
事
内
容
を
話
し
た

り
、
学
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
し

た
り
し
た
。

い
る
。

　

学
芸
員
の
髙
木
香
奈
子
さ
ん
は

学
生
に
向
け
「（
学
生
は
）
勉
強

を
す
る
た
め
に
大
学
に
来
て
い
ま

す
。
そ
う
す
る
と
本
学
に
来
る
こ

と
が
日
常
生
活
の
一
部
に
な
っ
て

い
る
と
思
い
ま
す
。
そ
こ
で
皆
さ

ん
に
は
、
自
分
た
ち
が
ど
こ
で
学

ん
で
い
る
か
気
に
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。
今
回
の
展
示
が
そ
の

き
っ
か
け
に
な
っ
て
ほ
し
い
で

す
」
と
語
っ
た
。

◇　
　

◇

　

特
別
展
は
12
月
14
日
ま
で
。
午

前
９
時
30
分
～
午
後
4
時
30
分
。

原
則
日
曜
日
と
祝
日
が
休
館
日
。

入
館
無
料
。

の
だ
。辞
書
の
上
部
に
は
、ジ
ェ
ー

ム
ス
が
自
ら
作
成
し
た
日
本
語
の

例
文
を
ロ
ー
マ
字
で
手
書
き
し
て

お
り
、
ジ
ェ
ー
ム
ス
が
日
夜
日
本

語
を
学
ん
で
い
た
形
跡
が
残
っ
て

　

リ
サ
ー
チ
フ
ェ
ア
の
最
後
に
は

発
表
形
式
ご
と
の
受
賞
団
体
発
表

が
行
わ
れ
、
口
頭
発
表
で
は
西
野

ゼ
ミ
（
総
政
・
3
）
の
「
よ
り
豊

halo  ～お肉とチーズ～
TEL：0798－78－6360
住所：西宮市門戸荘17－48　松本第一ビル1F

ゼミ・サークルの団体利用から、普段の外食まで
忘年会コース　¥3,500（2hour飲み放題付）

忘年会クーポン　2時間飲み放題 → 3時間飲み放題
　　　　　　　　　　　or
　　　　　　　　忘年会コース ¥500off

か
な
暮
ら
し
を
目
指
し
て
～
フ
ィ

リ
ピ
ン
の
ヌ
エ
バ
・
ビ
ス
カ
ヤ
州

の
事
例
を
用
い
て
～
」
が
最
優
秀

賞
に
選
ば
れ
た
。ま
た
、ポ
ス
タ
ー

発
表
で
は
客
野
ゼ
ミ
（
総
政
・
３
）

の
「
熱
流
体
解
析
と
エ
ネ
ル
ギ
ー

収
支
分
析
に
よ
る
持
続
可
能
な

キ
ャ
ン
パ
ス
モ
デ
ル
の
提
案
」
が

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

　

最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
西
野
ゼ

ミ
の
中
根
杏
さ
ん
（
総
政
・
３
）

と
阪
本
璃
子
さ
ん
（
総
政
・
３
）

は
「
今
回
の
受
賞
に
び
っ
く
り
し

ま
し
た
が
、
同
時
に
う
れ
し
か
っ

た
で
す
」
と
語
り
「
こ
の
リ
サ
ー

チ
フ
ェ
ア
で
、
あ
ら
か
じ
め
テ
ー

マ
を
決
め
て
つ
な
げ
て
い
っ
た

り
、
ど
の
デ
ー
タ
を
使
え
ば
良
い

か
な
ど
、
今
後
の
研
究
に
と
っ
て

大
切
な
経
験
が
で
き
ま
し
た
」
と

語
っ
た
。

ジ
ェ
ー
ム
ス
が
使
用
し
た
辞
典

賞状を手に笑顔を見せる西野ゼミの発表チーム

ポスター発表も盛んに行われる

歴
代
院
長
の
歩
み
を
た
ど
る

特
別
展
「
関
西
学
院
の
１
３
０
年

　
　
　
　
　
　
　 

１
８
８
９
―
２
０
１
９
」

校訓の提唱者の生涯を書籍に

C.J.Lベーツの特別公演開催
校訓の提唱者の生涯を書籍に

C.J.Lベーツの特別公演開催

全日本合唱コンクールで10年連続で金賞を受賞した関西グリークラブ
＝11月23日、京都市の京都ロームシアター、同部提供
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で
き
、
開
始
時
刻

と
と
も
大
勢
の
人

が
流
れ
込
む
。
会

場
の
テ
レ
ー
ジ
エ

ン
ヴ
ィ
ー
ゼ
は
東

京
ド
ー
ム
約
９
個

分
の
広
大
な
敷
地

で
、
数
週
間
か
け

て
設
置
さ
れ
た
移

動
式
遊
園
地
や
屋

台
な
ど
が
並
ぶ
。

祭
り
の
メ
イ
ン
で

あ
る
ビ
ー
ル
テ
ン

ト
に
は
、
約
10
万

も
の
座
席
が
用
意

さ
れ
て
い
る
が
、

夕
方
に
な
る
と
す

べ
て
の
座
席
が
予

約
で
埋
ま
る
た
め
、
予
約
が
取
れ

な
か
っ
た
人
は
朝
か
ら
テ
ン
ト
に

直
行
す
る
。
テ
ン
ト
は
ビ
ー
ル
会

KGニュース

　

初
雪
を
迎
え
た
ミ
ュ
ン
ヘ
ン

（
ド
イ
ツ
）
は
、
ま
す
ま
す
寒
さ

を
増
し
、
寒
さ
に
弱
い
私
に
と
っ

て
は
辛
い
冬
を
迎
え
た
。
サ
マ
ー

タ
イ
ム
の
終
わ
り
と
と
も
に
日
が

沈
む
時
間
も
早
く
な
り
、
夜
が
長

く
感
じ
ら
れ
る
。
突
如
と
し
て
訪

れ
た
季
節
の
変
化
に
、
戸
惑
う
ば

か
り
の
日
々
だ
。

　

少
し
遡
る
こ
と
に
な
る
が
、
9

月
半
ば
か
ら
10
月
上
旬
に
か
け

て
、
世
界
最
大
規
模
の
ビ
ー
ル
祭

り
で
あ
る
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ

ス
ト
」
が
開
催
さ
れ
た
。
毎
年
、

世
界
各
国
か
ら
約
６
百
万
人
が
訪

れ
る
祭
り
の
影
響
で
、
ミ
ュ
ン
ヘ

ン
市
内
は
休
日
、
平
日
を
問
わ
ず

大
賑
わ
い
だ
っ
た
。
ま
た
、
町
中

が
祭
り
参
加
時
に
着
用
す
る
バ
イ

エ
ル
ン
州
の
民
族
衣
装
（
女
性
は

デ
ィ
ア
ン
ド
ル
、
男
性
は
レ
ー

ダ
ー
ホ
ー
ゼ
ン
）
を
着
た
人
で
あ

ふ
れ
て
い
た
。

　

朝
が
苦
手
な
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人

も
、
年
に
一
度
の
祭
り
に
か
け
る

想
い
は
強
い
。祭
り
の
期
間
中
は
、

早
朝
か
ら
会
場
に
は
長
蛇
の
列
が

社
に
よ
っ
て
分
か
れ
て
お
り
、
有

名
な
銘
柄
の
ビ
ー
ル
が
あ
る
テ
ン

ト
は
、
す
ぐ
に
満
席
に
な
る
。
テ

ン
ト
の
中
は
レ
ス
ト
ラ
ン
の
よ
う

に
な
っ
て
お
り
、
１
リ
ッ
ト
ル
の

ジ
ョ
ッ
キ
ビ
ー
ル
だ
け
で
な
く
、

ホ
ワ
イ
ト
ソ
ー
セ
ー
ジ
な
ど
の
バ

イ
エ
ル
ン
料
理
や
軽
食
も
楽
し
め

る
。
ま
た
、
各
テ
ン
ト
内
で
行
わ

れ
る
楽
器
の
演
奏
や
音
楽
ラ
イ
ブ

で
は
、
観
客
が
立
ち
上
が
っ
て
一

緒
に
歌
う
た
め
、
テ
ン
ト
が
ラ
イ

ブ
ハ
ウ
ス
の
よ
う
に
盛
り
上
が

る
。

　

こ
の
会
場
で
は
、
人
種
や
言

語
、
貧
富
の
壁
は
な
く
、
人
々
は

一
体
と
な
っ
て
た
だ
祭
り
を
楽
し

む
。
国
籍
や
宗
教
を
問
わ
ず
、
多

く
の
人
が
笑
顔
で
楽
し
む
姿
が
見

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
、
心
が
暖
か

く
な
っ
た
。

Ｄ
Ｇ
ｓ
）」
に
加
え
て
、
深
刻
さ

を
増
す
環
境
汚
染
や
気
候
変
動
へ

の
対
策
な
ど
の
解
決
を
目
指
し
て

い
る
。

　

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
大
き
な
特
徴
は
、

「
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
︱No 

one will be left behind

」
と

い
う
理
念
だ
。
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
で
は
、

先
進
国
に
よ
る
途
上
国
支
援
を
中

心
と
す
る
内
容
だ
っ
た
が
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
は
、
全
て
の
国
に
適
用
さ
れ

る
目
標
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
お

り
、
全
て
の
人
々
が
結
束
し
な
け

れ
ば
乗
り
越
え
る
こ
と
が
で
き
な

い
。

　

一
先
進
国
で
あ
る
日
本
も
、
内

閣
で
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
本
部
の
立

ち
上
げ
や
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
実
施
指
針

の
策
定
な
ど
、
国
際
開
発
に
お
け

る
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け
て
様
々
な
こ

と
に
取
り
組
ん
で
い
る
。し
か
し
、

と
い
う
言
葉
も
生
ま
れ
て
い

る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ

と
は
、
企
業
が
自
社
の
イ

メ
ー
ジ
向
上
の
た
め
に
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
に
取
り
組
ん
で
い

る
「
ふ
り
」
を
す
る
こ
と

を
指
す
。
英
リ
サ
ー
チ
社 

Ethical Corporation 

が
、
２
０
１
８
年
に
世
界
中

で
１
４
０
０
社
以
上
を
調
査

し
た
レ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

回
答
企
業
の
う
ち
3
分
の
2

以
上
が
、
自
社
が
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

を
事
業
戦
略
に
入
れ
て
い
る

と
発
表
し
た
。
し
か
し
実
際

に
、
明
確
な
達
成
目
標
を
設

定
し
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
が
部
署
の

な
か
で
し
っ
か
り
と
ビ
ジ
ネ

ス
に
落
と
し
込
め
て
い
た
企

業
は
そ
の
中
の
た
っ
た
12
％

だ
け
だ
っ
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

い
う
言
葉
が
世
界
に
浸
透

　

近
頃
、“
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
”
と
い
う

言
葉
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て

い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
は
「
持
続

可
能
な
開
発
目
標Sustainable 

Development Goals

」
の
略
称 

だ
。
２
０
３
０
年
ま
で
の
国
際
目

標
と
し
て
、
２
０
１
５
年
9
月
の

国
連
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
。

２
０
１
５
年
に
達
成
期
限
を
迎
え

た
「
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
（
Ｍ

い
ま
だ
日
本
国
内
に
お
い
て

も
、
男
女
格
差
や
食
料
廃

棄
、
環
境
汚
染
な
ど
と
い
っ

た
課
題
が
根
強
く
残
っ
て
い

る
。
実
際
に
、
ベ
ル
テ
ル
ス

マ
ン
財
団
と
Ｓ
Ｄ
Ｓ
Ｎ
（
持

続
可
能
な
開
発
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）

が
２
０
１
８
年
７
月
に
発
表

し
た
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
ラ
ン

キ
ン
グ
」
で
は
、
達
成
さ
れ

て
い
る
と
評
価
さ
れ
た
目
標

は
、「
目
標
４
：
質
の
高
い

教
育
を
み
ん
な
に
」
の
一
つ

の
み
で
、
そ
の
他
の
16
の
目

標
は
未
達
成
だ
っ
た
。
日
本

国
内
に
お
い
て
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
は

ま
だ
ま
だ
浸
透
し
て
い
な
い

こ
と
が
わ
か
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
い

う
言
葉
が
広
が
る
一
方
で
、 

“
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
ウ
ォ
ッ
シ
ュ
”

　

20
歳
の
時
、
サ
リ
ヴ
ァ
ン
先
生

の
元
に
手
紙
が
届
い
た
。
言
葉
、

聴
力
、
視
力
を
失
っ
た
三
重
苦
の

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
家
庭
教
師
に

な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
手
紙
だ
っ

た
。
そ
れ
が
サ
リ
ヴ
ァ
ン
先
生
と

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
人
生
を
変
え

る
の
だ
っ
た
。
奇
跡
の
人
と
呼
ば

れ
る
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
は
、
奇
跡

の
人
サ
リ
ヴ
ァ
ン
先
生
な
し
で
は

生
ま
れ
な
か
っ
た
の
だ
。

　

彼
は
ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
を
た
っ

た
数
ヶ
月
で
、
言
葉
を
理
解
で
き

る
ま
で
に
し
た
。
そ
こ
に
至
る
ま

で
の
２
人
の
苦
闘
を
一
言
で
片
づ

け
て
し
ま
う
こ
と
は
決
し
て
で
き

な
い
。
全
身
全
霊
を
か
け
た
葛
藤

を
乗
り
越
え
て
本
当
の
幸
せ
に
達

し
た
の
だ
。
不
幸
に
見
舞
わ
れ
た

人
生
を
歩
ん
で
い
た
サ
リ
ヴ
ァ
ン

先
生
で
あ
っ
た
が
、
へ
レ
ン
・
ケ

サ
リ
ヴ
ァ
ン
先
生
こ
と
ア
ン
・
サ

リ
ヴ
ァ
ン
。
彼
女
の
人
生
は
、
壮

絶
で
あ
っ
た
。
9
歳
の
頃
に
母
を

失
い
、
続
け
て
弟
も
失
っ
た
。
そ

の
後
救
貧
院
で
暮
ら
し
、
幼
少
期

か
ら
孤
独
と
悲
し
み
を
抱
き
な
が

ら
生
き
て
い
た
。
そ
の
時
、
患
っ

て
い
た
目
の
病
が
悪
化
し
盲
目
に

な
り
、
10
歳
に
な
る
ま
で
に
、
私

た
ち
が
考
え
ら
れ
る
不
幸
を
全
身

に
受
け
、
絶
望
の
人
生
を
歩
ん
で

い
た
の
だ
。

　

幸
せ
と
は
、
い
っ
た
い
何
な
の

か
考
え
た
こ
と
は
あ
る
だ
ろ
う

か
。
幸
せ
は
人
そ
れ
ぞ
れ
で
あ

り
、一
概
に
は
言
え
な
い
。
だ
が
、

自
分
の
出
来
事
や
感
情
に
対
し
て

幸
せ
を
感
じ
る
こ
と
が
多
い
だ
ろ

う
。
そ
れ
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

あ
る
。
一
度
立
ち
止
ま
っ
て
、
本

当
の
幸
せ
と
は
何
か
自
分
の
こ
と

を
見
つ
め
直
し
て
、
こ
の
言
葉
を

思
い
出
し
て
ほ
し
い
。

　

ヘ
レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
家
庭
教
師
、

ラ
ー
と
共
に
多
く
学
ぶ
中
で
、
彼

女
も
高
い
教
養
を
身
に
つ
け
、
豊

か
な
人
間
性
を
獲
得
し
、
教
育
者

と
し
て
磨
か
れ
て
い
っ
た
の
だ
ろ

う
と
想
像
す
る
。

　
「
人
間
の
本
当
の
幸
せ
は
、
人

の
喜
び
を
我
が
喜
び
に
す
る
に
あ

る
と
思
う
。
そ
の
究
極
は
、
子
や

孫
の
喜
び
は
無
条
件
で
自
分
の
喜

び
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
を
、
第
三

者
に
で
も
出
来
る
よ
う
な
人
間
に

な
り
た
い
」
と
サ
リ
ヴ
ァ
ン
先
生

は
言
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
が
難
し

い
。
人
の
幸
せ
を
つ
い
嫉
妬
や
妬

ん
で
み
た
く
な
る
の
が
人
情
で
あ

る
。
全
て
の
人
生
を
捧
げ
て
、
ヘ

レ
ン
・
ケ
ラ
ー
の
人
生
を
変
え
た

サ
リ
ヴ
ァ
ン
先
生
の
言
葉
こ
そ
、

人
間
と
し
て
究
極
の
成
長
で
あ
り

「
真
の
幸
せ
」
の
姿
で
は
な
い
か

と
思
う
。

『
人
の
唇
か
ら
漏
れ
る
微
笑
み
を
、

自
分
の
幸
せ
と
感
じ
ら
れ
る
人
間
に

私
は
な
り
た
い
。
』

　
　
　
　
　
　
　

ア
ン
・
サ
リ
ヴ
ァ
ン

SDGsの今、１人１人の責任とは

世界各国から訪れる大勢の観客で賑わうオクトーバーフェスト

し
、
持
続
可
能
性
の
視
点
に
立
っ

た
企
業
活
動
が
求
め
ら
れ
る
今
、

適
切
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
活
用
し
な
け

れ
ば
、
消
費
者
と
企
業
と
の
信
頼

関
係
が
損
失
す
る
危
険
性
が
あ

る
。

　

２
０
３
０
年
ま
で
あ
と
10
年
を

切
ろ
う
と
し
て
い
る
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

は
壮
大
な
目
標
で
は
あ
る
が
、
国

や
政
府
、
企
業
だ
け
が
意
識
す
べ

き
目
標
で
は
な
い
。
私
た
ち
一
人

ひ
と
り
に
も
密
接
に
関
わ
っ
て
い

る
問
題
と
し
て
捉
え
る
べ
き
だ
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
対
し
て
誠
実
に
向
き

合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
生
活
の
中
に

浸
透
さ
せ
る
こ
と
が
、
目
標
達
成

へ
の
一
番
の
近
道
だ
ろ
う
。 世界最大のビール祭り「オクトーバーフェスト」

オクトーバーフェスト開催中、来場者が行き来する入場ゲート
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新月祭2019
ことしの月は
なにいろですか？

お
笑
い
で
観
客
の
心
掴
む

町
田
啓
太
に
黄
色
い
声

　

11
月
９
、
10
日
の
２
日
間
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン
パ
ス
で
新
月
祭
が
行
わ
れ
た
。
10
日

に
は
ゆ
り
や
ん
を
は
じ
め
吉
本
興
業
の
芸
人
が
お
笑
い
を
披
露
す
る
「
げ
ら
げ
ら
ラ
イ

ブ
」
が
行
わ
れ
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。
ま
た
、
会
場
に
は
子
供
向
け
の
企
画
や
模
擬

店
も
用
意
さ
れ
、
来
場
者
を
楽
し
ま
せ
た
。

　

11
月
10
日
、
西
宮
聖
和
キ
ャ
ン

パ
ス
体
育
館
で
、
吉
本
興
業
に
所

属
す
る
お
笑
い
芸
人
ら
が
漫
才
を

行
う
「
げ
ら
げ
ら
マ
ー
チ
」
が
開

催
さ
れ
た
。
ラ
イ
ブ
に
は
ゆ
り
や

ん
レ
ト
リ
ィ
バ
ァ
を
は
じ
め
、
ア

イ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
や
さ
や
香
、
紅

し
ょ
う
が
の
計
４
組
と
、
関
学
生

が
コ
ン
ビ
を
組
ん
で
結
成
し
た
イ

ン
ダ
ス
ガ
ン
ダ
ス
が
出
演
し
、
会

場
を
賑
わ
わ
せ
た
。

　

ゆ
り
や
ん
は
、
手
を
振
り
な
が

ら
の
パ
ワ
フ
ル
な
声
で
の
自
己
紹

介
を
行
う
な
ど
の
勢
い
あ
る
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
で
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
ま
た
、
ゆ
り
や
ん
は
主
に

も
の
ま
ね
を
中
心
と
し
た
漫
才
を

行
い
、
有
名
人
や
「
ド
ラ
え
も

ん
」
の
声
真
似
を
披
露
し
、
会
場

は
笑
い
に
包
ま
れ
た
。
ま
た
、
来

場
者
に
呼
び
か
け
て
掛
け
声
の
合

い
の
手
を
求
め
、
会
場
の
雰
囲
気

を
一
体
化
さ
せ
た
。
漫
才
の
終
了

後
に
は
会
場
か
ら
惜
し
み
な
い
拍

手
が
送
ら
れ
た
。
ま
た
、
参
加
し

た
他
の
お
笑
い
芸
人
た
ち
も
、
い

ず
れ
も
個
性
あ
ふ
れ
る
漫
才
を
披

露
し
、
会
場
に
は
最
後
ま
で
笑
い

声
が
溢
れ
た
。

　

会
場
に
は
９
０
０
席
が
用
意
さ

れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
超
え
る
来

場
者
が
訪
れ
、大
盛
況
と
な
っ
た
。

来
場
者
は
学
生
の
ほ
か
、
家
族
連

れ
や
高
齢
者
の
方
な
ど
幅
広
い
年

齢
層
の
来
場
者
が
訪
れ
た
。

　

ま
た
、
ラ
イ
ブ
の
最
後
に
は
出

演
者
か
ら
の
サ
イ
ン
色
紙
プ
レ
ゼ

ン
ト
の
抽
選
会
も
行
わ
れ
た
。

企
画
や
出
店
も
充
実

　

ま
た
、
同
キ
ャ
ン
パ
ス
で
は
お

笑
い
ラ
イ
ブ
の
ほ
か
に
も
、
ス
ー

パ
ー
ボ
ー
ル
す
く
い
や
バ
ル
ー
ン

ア
ー
ト
な
ど
の
子
供
向
け
の
企
画

「
ぴ
よ
ぴ
よ
ら
ん
ど
」
が
用
意
さ

れ
、
来
場
し
た
子
供
た
ち
を
楽
し

ま
せ
た
。
そ
の
ほ
か
、
サ
ー
ク
ル

が
自
ら
準
備
し
出
店
す
る
模
擬
店

も
開
か
れ
た
。
商
品
は
焼
き
そ
ば

や
綿
菓
子
な
ど
様
々
で
、
店
が
立

ち
並
ぶ
ブ
ロ
ッ
ク
は
お
昼
に
な
る

と
来
場
者
で
溢
れ
た
。
ま
た
、
会

場
に
設
置
さ
れ
た
屋
外
ス
テ
ー
ジ

で
は
、
学
生
た
ち
に
よ
る
ダ
ン
ス

や
演
奏
、
お
笑
い
ラ
イ
ブ
も
行
わ

れ
、
来
場
者
は
様
々
な
企
画
を
見

た
り
体
験
し
た
り
し
て
、
多
く
の

人
々
を
魅
了
し
た
聖
和
キ
ャ
ン
パ

ス
で
の
文
化
祭
と
な
っ
た
。

（上）さや香とのノリの良い絡みを見
せるゆりやんゆりやんレトリィバァ
＝11月10日

（下右）ORANGE RANGEは中央芝
生で沸かせた＝11月２日

（下左）中央芝生でフラダンスを披露
する学生ら＝11月１日

　

11
月
１
日
に
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
中
央
講
堂
に
て
「
町
田
啓

太
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
」
が
開
催
さ

れ
、
会
場
に
は
や
大
人
か
ら
子
ど

も
ま
で
た
く
さ
ん
の
来
場
者
が
訪

れ
た
。

　

町
田
啓
太
さ
ん（
29
）＝
写
真 

右
＝
は
劇
団
Ｅ
Ｘ
Ｉ
Ｌ
Ｅ
に
所
属

す
る
俳
優
で
あ
り
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
連

続
テ
レ
ビ
小
説
か
ら
映
画
と
様
々

な
場
で
活
躍
し
て
い
る
。
11
月
20

日
に
は
、
フ
ァ
ー
ス
ト
写
真
集

「
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｃ
」
が
発
売
さ
れ
、

２
０
２
０
年
に
は
舞
台
「
勇
者
の

た
め
に
鐘
は
鳴
る
」
へ
の
出
演
が

決
ま
っ
て
い
る
な
ど
、
多
岐
に
わ

た
る
メ
デ
ィ
ア
で
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　

町
田
さ
ん
は
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

で
活
動
の
近
況
か
ら
プ
ラ
イ

ベ
ー
ト
の
話
な
ど
を
し
、
会
場

を
盛
り
上
げ
た
。
さ
ら
に
、
写

真
集
撮
影
で
の
話
で
会
場
を
賑
わ
わ
せ
た
。

そ
の
後
、
質
問
に
答
え
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

開
場
時
に
来
場
者
が
入
り
口
で
書
い
た
質

問
に
答
え
た
。
ク
リ
ス
マ
ス
に
彼
女
と
ど

ん
な
こ
と
を
し
た
い
か
と
い
う
質
問
に
対

し
て
、
町
田
さ
ん
は
「
お
家
で
ト
ナ
カ
イ

の
角
つ
け
て
、
ふ
ざ
け
て
み
る
の
も
楽
し

そ
う
で
す
ね
。
そ
れ
と
大
好
物
の
オ
ム
ラ

イ
ス
作
っ
て
ほ
し
い
で
す
」
と
照
れ
な
が

ら
話
し
、
来
場
者
は
黄
色
い
声
を
あ
げ
た
。

　

ト
ー
ク
シ
ョ
ー
の
最
後
に
は
、

サ
プ
ラ
イ
ズ
で
サ
イ
ン
色
紙
や

ツ
ー
シ
ョ
ッ
ト
写
真
が
当
た
る
抽

選
会
が
行
わ
れ
た
。町
田
さ
ん
は
、

色
紙
に
当
選
者
の
名
前
を
聞
き
書

い
た
り
、握
手
を
し
た
り
と
、サ
ー

ビ
ス
精
神
旺
盛
な
対
応
を
し
て
い

た
。

　

最
後
に
、
町
田
さ
ん
は
来
場
者

に
感
謝
を
述
べ
「
み
な
さ
ん
が
楽

し
ん
で
も
ら
え
る
よ
う
に
、
色
々

な
こ
と
に
挑
戦
し
頑
張
っ
て
い
き

ま
す
」
と
話
し
、
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

を
締
め
く
く
っ
た
。

サプライズで抽選会も
新曲も代表曲も惜しみなく

中央芝生を丸ごと魅了
オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
が
熱
唱

　

11
月
２
日
、
沖
縄
出
身
の
ロ
ッ
ク
バ

ン
ド
「ORANGE RANGE

（
オ
レ
ン

ジ
レ
ン
ジ
）」が
、本
学
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
の
中
央
芝
生
で
ラ
イ
ブ
を
行
っ

た
。
会
場
に
は
、
本
学
学
生
や
近
隣
住

民
を
中
心
に
、
多
く
の
観
客
が
詰
め
か

け
た
。
中
に
は
、
こ
の
ラ
イ
ブ
の
た
め

に
県
外
か
ら
参
加
し
た
観
客
も
い
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
は
、
代
表
曲
の

一
つ
「
上
海
ハ
ニ
ー
」
を
歌
い
な
が

ら
登
場
し
、
観
客
ら
を
魅
了
し
た
。

新
曲
の
「Enjoy!
」
で
は
、
観
客
ら

も
タ
オ
ル
を
回
し
、
掛
け
声
を
送
り
、

大
い
に
盛
り
上
が
っ
た
。

　

会
場
に
は
整
理
券
が
必
要
な
範
囲

と
、
必
要
な
い
範
囲
が
あ
っ
た
が
、
整

理
券
が
必
要
な
い
範
囲
で
は
、
普
段
の

中
央
芝
生
と
同
じ
よ
う
に
遊
ぶ
児
童
も

多
く
い
た
。
児
童
ら
は
、
演
奏
の
リ
ズ

ム
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
す
な
ど
し
て

楽
し
ん
で
い
た
。

　

本
ラ
イ
ブ
の
副
題
は
、「K. G. PIECE 

無
限
に
広
が
る
レ
ン
ジ
」
と
銘
打
た
れ

た
。
ボ
ー
カ
ル
の
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
さ
ん

は
こ
れ
に
触
れ
、「（
こ
の
ラ
イ
ブ
を
通

じ
て
）
皆
さ
ん
の
可
能
性
が
広
が
れ
ば
」

と
語
っ
た
。
ま
た
、「
年
を
重
ね
る
ご
と

に
、
家
族
の
大
切
さ
を
感
じ
る
。
学
生

に
と
っ
て
、
家
族
の
存
在
は
大
き
い
の

で
は
」
と
、
家
族
の
大
切
さ
を
説
い
た
。

　

ラ
イ
ブ
は
、
オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
の
メ

ジ
ャ
ー
デ
ビ
ュ
ー
曲
で
あ
り
、 「（
オ
レ
ン

ジ
レ
ン
ジ
の
）
ス
タ
ー
ト
の
曲
」
と
称
す

る
、「
キ
リ
キ
リ
マ
イ
」
で
締
め
く
く
ら

れ
た
。
演
奏
が
終
わ
る
と
、
観
客
か
ら
は

惜
し
み
な
い
拍
手
が
送
ら
れ
、
し
ば
ら
く

す
る
と
「
ア
ン
コ
ー
ル
！
」 

と
叫
ぶ
声
が

大
き
く
な
っ
た
。
オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
は

こ
れ
に
応
え
、「
お
願
い
！
セ
ニ
ョ
リ
ー

タ
」
を
披
露
。
最
後
に
「
人
生
を
楽
し
ん

で
」
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
残
し
、
ス
テ
ー
ジ

を
去
っ
た
。

　

オ
レ
ン
ジ
レ
ン
ジ
は
、
11
月
21
日
か
ら

12
月
22
日
ま
で
、
全
12
公
演
の
全
国
ツ

ア
ー
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
11
月
20
日

に
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
ラ
イ

ブ
を
収
録
し
た
映
像
作
品
と
、
本
ラ
イ
ブ

で
も
披
露
し
た
新
曲
「Enjoy!

」
の
販
売

を
開
始
し
た
。
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5 関学歴史散歩

　1929年、原田の森キャンパス
（神戸市灘区）から、阪神急行
電鉄株式会社の仲介によって現
在地に移転した。
　新キャンパスの全体および各
校舎の設計はW. M. ヴォーリズ
らが担当した。
　同キャンパスは甲山頂上と学
園花通りの中心線とを結ぶ直線

を軸線に定め、正門、中央芝
生、時計台をその線上に配置し
た。その線の右手に神学部、文
学部などの学院の中心となる建
物を、左手に学院本部、中央講
堂などを配置し、対称を若干崩
す形で設計され、スパニッシュ・
ミッション・スタイルによって
統一感が与えられている。

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス

①海軍地下壕
　現在のＧ号館の地下に眠る遺構。第２
次世界大戦中に、本学の敷地を利用して
いた海軍訓練生によって掘られた地下壕
である。

②関西学院構内古墳
　社会学部の裏手、旧馬術部厩

きゅう

舎
し ゃ

の横に
ある古墳。古墳の形状は円墳である。石
室に使われた石材は近隣で採掘された花
崗岩であった。

③時計台
　西宮上ケ原キャンパス中央に位置する
関西学院のシンボル。正面には“Mastery 
for Service”を刻むエンブレムが掲げら
れている。

︵
上
︶
海
軍
訓
練
生
に
よ
っ
て
掘
ら
れ
た
海
軍
地
下
壕
＝
関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室
提
供

︵
中
︶
関
西
学
院
構
内
古
墳
の
内
部
＝
関
西
学
院
学
院
史
編
纂
室
提
供

︵
下
︶
時
計
台
の
上
部
に
は
、
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
入
り
の
エ
ン
ブ
レ
ム
が
飾
ら
れ
て
い
る

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
に

は
、
西
側
の
Ｈ
号
館
付
近
は
関
西

学
院
構
内
古
墳
、
東
側
の
Ｇ
号
館

地
下
に
は
海
軍
地
下
壕
と
い
う
そ

れ
ぞ
れ
時
代
が
違
う
２
つ
の
埋
蔵

文
化
財
が
あ
る
。

　

海
軍
地
下
壕
と
は
、
第
２
次

世
界
大
戦
中
に
当
時
の
海
軍
訓

練
生
に
よ
っ
て
Ｇ
号
館
南
側
に

掘
ら
れ
た
地
下
壕
で
あ
る
。
旧

日
本
海
軍
は
本
学
の
建
物
を
予

備
学
生
の
教
育
の
場
と
し
て
校

舎
な
ど
を
徴
用
し
た
。
旧
制
中

学
部
校
舎
（
現
、
中
学
部
グ
ラ

ウ
ン
ド
）
や
学
生
会
館
な
ど
の

様
々
な
本
学
の
建
物
が
、
軍
事

教
育
施
設
と
し
て
使
わ
れ
る
こ

と
に
な
っ
た
。
同
地
下
壕
は
、

司
令
室
や
秘
密
文
書
庫
と
し
て

利
用
さ
れ
、
内
部
に
は
電
話
線

も
引
か
れ
て
い
た
。

　

同
地
下
壕
は
、
１
９
８
８
年

の
高
等
部
校
舎
新
築
工
事
の
と

き
に
発
見
さ
れ
た
。
ま
た
、
海

軍
の
紋
章
も
同
時
に
発
見
さ
れ

て
お
り
、
双
方
と
も
保
存
さ
れ

て
い
る
。
現
在
、
同
地
下
壕
の
上

に
は
Ｇ
号
館
が
建
設
さ
れ
て
お

り
、
地
下
壕
は
見
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
現
在
は
安
全
面
上
の
理
由

で
非
公
開
と
な
っ
て
い
る
。

　

関
西
学
院
構
内
古
墳
は
、
６
～

７
世
紀
ご
ろ
に
作
ら
れ
た
古
墳

で
、
直
径
約
12
メ
ー
ト
ル
、
高
さ

約
３
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
で
あ
る
。

こ
の
古
墳
は
、
こ
れ
一
基
の

み
が
孤
立
し
て
存
在
し
た
の

で
は
な
く
、
か
つ
て
こ
の
あ

た
り
に
は
、
数
十
基
の
円
墳

か
ら
な
る
上
ケ
原
古
墳
群
が

あ
っ
た
。

　

同
古
墳
か
ら
は
、
副
葬
品

と
人
骨
の
一
部
が
出
土
し
た
。

副
葬
品
の
内
容
は
、
須す

恵え

器き

、

装
身
具
、
武
器
、
馬
具
な
ど

で
あ
る
。
須
恵
器
と
は
、
高

温
で
焼
か
れ
、
灰
色
が
か
っ

た
硬
い
陶
質
土
器
で
あ
る
。

装
身
具
は
多
彩
で
、
金
環
、

勾ま
が

玉た
ま

な
ど
が
出
土
し
た
。
人

骨
は
、
大だ

い

腿た
い

骨こ
つ

な
ど
の
骨
片

と
歯
が
出
土
し
た
。
こ
れ
ら

の
人
骨
の
数
か
ら
、
こ
の
古

墳
に
は
少
な
く
と
も
２
名
以

上
の
被
葬
者
が
い
た
と
推
定

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
古
墳
の

被
葬
者
は
周
辺
地
域
の
有
力
な
一

家
の
主
人
と
そ
の
家
族
と
み
ら
れ

る
。

　

同
古
墳
は
、
時
計
台
を
左
手
に

見
な
が
ら
進
む
と
社
会
学
部
の
裏

手
あ
た
り
に
見
え
て
く
る
。
現
在

は
フ
ェ
ン
ス
に
囲
ま
れ
て
い
る
が

自
由
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
、
訪
れ
て
は
い
か
が

だ
ろ
う
か
。

西宮上ケ原キャンパスに眠る２つの遺産

学
生
を
見
守
り
続
け
る
時
計
台

　

西
宮
上
ケ
原
キ
ャ
ン
パ
ス
は

１
９
２
９
年
に
原
田
の
森
（
神
戸

市
灘
区
）か
ら
現
在
地
に
移
転
し
、

完
成
し
た
。
新
校
舎
の
設
計
は
建

築
家
の
Ｗ
・
Ｍ
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に

依
頼
し
た
。
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
は
校
地

の
中
心
に
直
線
を
引
き
、
中
央
に

時
計
台
を
設
置
し
、
そ
の
両
側
に

対
称
に
な
る
よ
う
に
校
舎
を
建
て

た
。

　

校
舎
の
デ
ザ
イ
ン
は
ス
パ
ニ
ッ

シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス
タ
イ
ル
に

統
一
し
て
い
る
。

　

ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
ミ
ッ
シ
ョ
ン

ス
タ
イ
ル
は
18
～
19
世
紀
前
半
に

か
け
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
修

道
院
の
デ
ザ
イ
ン
と
20
世
紀
に
流

行
し
た
ス
パ
ニ
ッ
シ
ュ
・
リ
バ
イ

バ
ル
が
融
合
し
た
も
の
だ
。
赤
瓦

と
ク
リ
ー
ム
色
の
壁
、
左
右
対
称

な
構
造
が
こ
の
建
築
様
式
の
特
徴

で
あ
る
。

　

本
学
の
象
徴
で
あ
る
時
計
台

は
、
１
９
２
９
年
に
当
時
同
キ
ャ

ン
パ
ス
を
施
工
し
て
い
た
竹
中
工

務
店
が
寄
贈
し
た
。
当
時
は
時

計
が
取
り
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ

た
。
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
り
、

時
計
台
を
有
す
る
２
階
建
て
の
建

物
で
、
正
面
上
部
に
は
ス
ク
ー

ル
モ
ッ
ト
ー
で
あ
る
「Mastery 

for Service

」
を
刻
ん
だ
エ
ン
ブ

レ
ム
が
飾
ら
れ
て
い
る
。
以
前
は

図
書
館
と
し
て
使
わ
れ
て
い
た

が
、
現
在
は
、
キ
ャ
ン
パ
ス
総
合

の
象
徴
に
な
っ
て
お
り
、
大
学
博

物
館
と
学
院
史
編
纂さ

ん

室
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

年の瀬も間近になって参りましたが、ご健勝のこととお喜び申し上げます。年の瀬も間近になって参りましたが、ご健勝のこととお喜び申し上げます。

KG FIGHTERS 「頂点へ」KG FIGHTERS 「頂点へ」

神戸市営住宅・兵庫県営住宅ほか

〒653－0834
兵庫県神戸市長田区川西通り５丁目107番地の８

電気設備保全工事 畑中電気合同会社



2019年12月13日関 西 学 院 大 学 新 聞

2019年12月13日 関 西 学 院 大 学 新 聞 6連載記事

あ
る
と
い
う
。
１
つ
目
は
、
生
き
る
、
死
ぬ
、
愛
な
ど

人
間
と
離
す
こ
と
が
で
き
な
い
テ
ー
マ
に
真
剣
に
向
き

合
う
こ
と
。
２
つ
目
は
、
自
分
の
信
念
を
探
っ
て
、
自

身
の
言
葉
で
も
の
ご
と
を
語
れ
る
人
に
な
る
と
い
う
こ

と
。
３
つ
目
は
、
人
と
し
て
の
光
や
闇
と
向
か
い
合

い
、
自
分
も
他
人
も
認
め
ら
れ
る
人
と
し
て
成
熟
す
る

こ
と
。
村
瀬
准
教
授
も
学
生
た
ち
と
、
生
き
る
と
い
う

こ
と
に
つ
い
て
も
が
き
考
え
て
い
る
と
い
う
。
人
と
の

関
わ
り
の
中
で
と
も
に
、
豊
か
に
生
き
る
と
は
ど
う
い

う
こ
と
か
を
常
に
学
び
な
が
ら
探
求
し
て
い
る
。

　

最
後
に
准
教
授
は
、
学
生
た
ち
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
っ
た
。「
今
の
社
会
は
個
人
主
義
的
で
あ
り
、
自
分

の
幸
せ
や
安
全
を
求
め
す
ぎ
て
い
る
。
そ
れ
は
本
当
の

幸
せ
な
の
か
と
疑
っ
て
欲
し
い
。
人
と
の
関
わ
り
の
中

で
生
ま
れ
る
幸
せ
を
見
失
い
が
ち
な
現
代
に
と
っ
て
、

学
生
た
ち
が
よ
り
幸
せ
に
豊
か
に
生
き
ら
れ
る
手
助
け

と
な
る
学
び
を
伝
え
て
い
き
た
い
。
そ
し
て
、
他
人
に

対
し
て
オ
ー
プ
ン
で
あ
り
自
信
を
持
っ
て
自
分
を
形
づ

く
っ
て
ほ
し
い
」
と
言
葉
を
贈
っ
た
。

　

村
瀬
義
史
准
教
授
は
、
キ
リ
ス
ト
教
か
ら
キ
リ
ス
ト

教
徒
は
自
分
を
ど
の
よ
う
な
存
在
と
し
て
い
た
か
、
ど

の
よ
う
に
表
現
し
て
い
た
か
に
つ
い
て
、
歴
史
的
な
視

点
で
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
本
学
の
キ
リ
ス
ト
教
学

を
支
え
て
い
る
1
人
で
も
あ
る
。

　

村
瀬
准
教
授
は
、
キ
リ
ス
ト
教
と
は
何
な
の
か
、
何

で
あ
る
べ
き
か
と
い
う
疑
問
か
ら
、
生
き
る
た
め
の
手

立
て
を
学
べ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
キ
リ
ス
ト
教
の

研
究
に
至
っ
た
と
い
う
。
他
の
宗
教
と
キ
リ
ス
ト
教
の

関
係
の
中
で
、
他
の
人
を
ど
う
思
っ
て
い
た
か
、
キ
リ

ス
ト
教
徒
は
世
界
を
ど
う
見
て
た
か
、
様
々
な
視
点
か

ら
研
究
を
す
る
。
ま
た
、キ
リ
ス
ト
教
徒
で
あ
っ
て
も
、

1
人
1
人
違
う
た
め
、
そ
こ
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
共

通
す
る
も
の
は
何
だ
ろ
う
か
と
探
す
こ
と
で
、
人
に
つ

い
て
学
べ
る
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
を
ケ
ー
ス
ワ
ー
ク

と
し
、
よ
り
豊
か
で
幸
せ
に
、
様
々
な
人
と
共
に
生
き

る
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
歴
史
や
現
在
を
学
び
な
が

ら
考
え
て
い
る
と
い
う
。

　

学
生
に
は
、
主
に
３
つ
学
び
取
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
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０
円
か
ら
提
供
し
て
お
り
、
カ
ク

テ
ル
や
ハ
イ
ボ
ー
ル
、
チ
ュ
ー
ハ

イ
、
ワ
イ
ン
、
焼
酎
と
い
っ
た

様
々
な
お
酒
を
料
理
と
一
緒
に
楽

し
む
こ
と
が
で
き
る
。
飲
み
放
題

の
コ
ー
ス
の
料
理
や
お
酒
の
種
類

は
店
主
に
相
談
す
る
こ
と
で
、
値

段
と
と
も
に
要
望
を
聞
い
て
く
れ

る
の
で
、
予
算
や
食
べ
た
い
も
の

に
合
わ
せ
て
贅
沢
な
ひ
と
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

片
山
さ
ん
は
こ
の
店
に
つ
い

て
「
居
心
地
の
良
さ
を
追
求
し
て

い
る
。
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
値
段
で

お
腹
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
、
心
ゆ

く
ま
で
飲
ん
で
も
ら
い
た
い
」
と

語
っ
た
。
高
級
感
の
あ
る
店
内
で

お
手
ご
ろ
の
美
味
し
い
料
理
と
お

酒
を
楽
し
み
、
そ
し
て
店
主
の
暖

か
み
を
感
じ
て
ま
た
来
た
く
な

る
。
そ
ん
な
「hippomaro

」
に

ぜ
ひ
一
度
足
を
運
ん
で
み
て
は
ど

う
か
。

る
。
何
時
間
で
も
落
ち
着
い
て
過

ご
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
空
間

だ
。
店
主
の
片
山
卓
巳
さ
ん
を
始

め
と
し
た
ス
タ
ッ
フ
は
、
店
内
の

高
級
感
の
あ
る
雰
囲
気
と
は
対
照

的
に
、
親
し
み
や
す
い
印
象
を
受

け
る
。

　

こ
の
店
の
ラ
ン
チ
メ
ニ
ュ
ー
は

す
べ
て
日
替
わ
り
で
、
和
か
ら
洋

ま
で
、
そ
の
日
手
に
入
っ
た
良
い

食
材
を
使
っ
て
手
作
り
を
し
て
い

る
。
日
替
わ
り
ラ
ン
チ
は
メ
イ
ン

と
サ
ラ
ダ
、
ス
ー
プ
、
小
鉢
、
ド

リ
ン
ク
、
デ
ザ
ー
ト
と
ボ
リ
ュ
ー

ム
満
点
な
の
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

税
込
９
８
０
円
と
お
手
ご
ろ
な
価

格
で
提
供
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
中

で
も
特
に
人
気
な
の
は
「
ふ
わ
と

ろ
卵
の
オ
ム
ラ
イ
ス
」
だ
。
卵
３

つ
に
ミ
ル
ク
を
混
ぜ
た
、
そ
の
名

の
通
り
ふ
わ
ふ
わ
と
ろ
と
ろ
の
卵

は
絶
品
だ
。

　

夜
は
バ
ー
と
し
て
営
業
し
て
お

り
、
昼
間
と
は
変
わ
っ
た
一
面
を

見
せ
る
。
メ
ニ
ュ
ー
に
載
っ
て
い

る
も
の
だ
け
で
１
０
０
種
類
を
超

え
る
ド
リ
ン
ク
が
あ
り
、
普
段
味

わ
え
な
い
よ
う
な
お
酒
を
楽
し
む

こ
と
が
で
き
る
。
要
望
に
応
じ
て

新
し
い
お
酒
も
入
荷
す
る
の
で
、

自
分
の
お
気
に
入
り
の
お
酒
を
探

し
て
み
る
の
も
い
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

飲
み
放
題
の
コ
ー
ス
も
２
５
０ 

　

今
回
は
、
本
学
西
宮
上
ケ
原

キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
を
出
て
徒
歩
30

秒
に
位
置
す
る
、
今
夏
に
店
主
や

そ
の
家
族
、
友
人
を
中
心
と
し
て

オ
ー
プ
ン
し
た
「hippomaro

」

を
紹
介
す
る
。

　

店
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、
大
き

な
ソ
フ
ァ
や
暖
か
み
の
あ
る
照

明
、
た
く
さ
ん
の
お
酒
が
並
べ
ら

れ
た
バ
ー
カ
ウ
ン
タ
ー
の
創
り
出

す
、
高
級
感
の
あ
る
空
間
が
広
が

　

こ
の
世
界
は
「
夫
婦
」
や
「
恋

人
」
と
い
っ
た
枠
か
ら
こ
ぼ
れ
落

ち
た
、
他
人
か
ら
認
め
ら
れ
な
い

関
係
性
で
あ
ふ
れ
て
い
る
。だ
が
、

世
の
中
の
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ

な
ど
は
「
恋
人
」
や
「
夫
婦
」
と

い
っ
た
名
前
の
あ
る
関
係
性
に
焦

点
を
当
て
、
恋
愛
を
美
し
い
も
の

と
し
て
描
く
。
名
前
の
な
い
関
係

性
は
そ
の
影
に
隠
れ
、
脚
光
を
浴

び
る
こ
と
は
な
い
。

　

「
愛
が
な
ん
だ
」
は
、
そ
ん
な

名
前
の
な
い
関
係
性
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
た
純
愛
映
画
だ
。
思
い
通

り
に
進
ま
な
い
恋
愛
を
軸
に
現
れ

る
登
場
人
物
の
弱
さ
や
醜
さ
、
葛

藤
な
ど
の
人
間
的
な
部
分
を
鮮
明

に
描
い
て
い
る
。
映
画
の
魅
力
と

も
い
え
る
登
場
人
物
そ
れ
ぞ
れ
の

自
然
で
深
い
台
詞
は
、
映
画
の
リ

ア
ル
な
世
界
観
を
よ
り
際
立
た
せ

て
い
る
。

　

「
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
私
は
い

ま
だ
に
タ
ナ
カ
マ
モ
ル
の
恋
人
で

は
な
い
」。
映
画
の
冒
頭
で
、
さ

え
な
い
男
・
マ
モ
ル
へ
の
超
絶
な

片
思
い
を
貫
く
主
人
公
・
テ
ル
コ

が
嘆
く
台
詞
だ
。
ど
ん
な
こ
と
よ

り
も
マ
モ
ル
を
優
先
す
る
テ
ル
コ

は
、
仕
事
も
放
り
出
し
て
マ
モ
ル

の
呼
び
出
し
に
駆
け
つ
け
る
。
求

め
ら
れ
る
ま
ま
に
身
体
を
重
ね
る

が
、
用
が
済
む
と
夜
中
に
ひ
と
り

放
り
出
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
ん
な

テ
ル
コ
か
ら
あ
ふ
れ
る
「
ど
う
し

て
だ
ろ
う
」
は
劇
中
で
絶
妙
な
切

な
さ
を
醸
し
出
す
。
上
手
く
い
か

な
い
辛
さ
や
も
ど
か
し
さ
、
そ
れ

ら
す
べ
て
を
含
ん
だ
「
ど
う
し
て

だ
ろ
う
」
は
そ
れ
故
に
私
た
ち
の

心
を
捉
え
、
共
感
さ
せ
て
し
ま
う

の
だ
ろ
う
。

　

「
幸
せ
に
な
り
た
い
っ
す
ね
」。

テ
ル
コ
の
親
友
・
葉
子
に
振
り
回

さ
れ
る
後
輩
・
ナ
カ
ハ
ラ
が
、
泣

き
そ
う
な
顔
で
笑
い
な
が
ら
発
す

る
言
葉
だ
。
葉
子
に
並
々
な
ら
ぬ

想
い
を
寄
せ
る
ナ
カ
ハ
ラ
は
、
見

返
り
を
求
め
ず
一
方
的
に
葉
子
を

想
い
続
け
る
。
し
か
し
次
第
に
、

永
遠
に
報
わ
れ
な
い
自
分
の
立
場

に
疑
問
を
覚
え
、
葛
藤
す
る
。
幸

せ
に
な
れ
な
い
と
知
り
な
が
ら
、

想
い
を
断
ち
切
る
こ
と
が
で
き
な

い
ナ
カ
ハ
ラ
の
「
幸
せ
に
な
り
た

い
」
は
切
実
に
、
私
た
ち
の
心
に

迫
る
。

　

「
ど
う
し
て
だ
ろ
う
。
私
は
い

ま
だ
に
タ
ナ
カ
マ
モ
ル
で
は
な

い
」。
テ
ル
コ
の
嘆
き
と
共
に
映

画
は
幕
を
閉
じ
る
。
愛
は
い
つ
の

監
督
　
今
泉
力
哉

原
作
　
角
田
光
代

間
に
か
執
着
へ
と
姿
を
変
え
、
も

は
や
本
人
で
さ
え
も
そ
の
正
体
が

何
か
は
わ
か
ら
な
い
。
け
れ
ど
、

そ
う
い
っ
た
人
間
ら
し
さ
こ
そ
が

恋
愛
な
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

恋
愛
は
勝
ち
負
け
で
は
な
く
、
愛

を
深
め
る
も
の
だ
。
自
分
の
信
じ

る
幸
せ
を
貫
き
、
突
き
進
も
う
。

き
っ
と
、
愛
に
正
解
な
ん
て
な
い

の
だ
か
ら
。

☆基本情報☆
◦営業時間…11：00～24：00
◦定休日……日曜日、祝日
◦住所………西宮市上甲東園3−8−4
　　　　　　　　　　　　福田ビル２F
◦ＴＥＬ……0798−27−0294
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地
球
最
後
の
一
人
に
な
っ
た
ら
、
俺
は
柔
ら
か
い
大
地
に
背
を
付
け

空
を
仰
い
で
笑
う
こ
と
だ
ろ
う
。
風
が
吹
き
雲
が
た
な
び
き
木
木
が
さ

さ
や
き
、
俺
は
そ
れ
ら
を
見
、
そ
れ
ら
を
聞
き
、
完
璧
な
自
由
の
唄
を

歌
う
こ
と
だ
ろ
う
。
そ
の
歌
は
誰
の
耳
に
も
届
か
な
い
、
一
つ
の
生
命

す
ら
残
ら
な
い
こ
の
地
球
で
俺
は
朗
ら
か
に
歌
を
歌
う
だ
ろ
う
。

　

俺
の
み
の
地
球
の
太
陽
が
暮
れ
月
が
昇
る
と
、
俺
は
遅
い
動
作
で
立

ち
上
が
り
厚
手
の
コ
ー
ト
を
身
に
ま
と
い
散
歩
を
始
め
る
。
俺
は
寒
さ

に
身
震
い
を
起
こ
し
な
が
ら
、
月
か
ら
視
線
を
外
す
こ
と
な
く
、
俺
は

月
と
一
緒
に
街
を
歩
く
こ
と
だ
ろ
う
。
こ
の
世
界
に
、
残
る
光
は
月
だ

け
だ
。
ほ
と
ん
ど
完
璧
に
近
い
暗
が
り
の
中
俺
は
月
明
り
を
絶
え
ず
意

識
し
、
そ
の
美
し
さ
と
親
し
さ
に
白
く
た
め
息
を
吐
き
出
す
こ
と
だ
ろ

う
。

　

地
球
最
後
の
一
人
の
俺
は
自
ら
の
死
に
つ
い
て
考
え
る
。
も
は
や
俺

は
死
ぬ
だ
け
だ
。
そ
う
し
て
俺
だ
け
の
世
界
に
残
る
未
練
な
ど
ほ
と
ん

ど
な
い
が
、
俺
は
俺
だ
け
の
い
る
地
球
が
俺
の
い
な
い
地
球
へ
と
変
ず

る
の
を
憂
い
で
い
る
。
俺
は
今
一
度
こ
の
地
球
で
一
人
に
な
っ
て
自
然

と
自
由
の
素
晴
ら
し
さ
や
、
儚
さ
と
美
し
さ
の
優
し
さ
を
感
じ
た
の
だ

が
、
そ
れ
を
失
う
の
を
恐
れ
て
い
る
。
そ
う
い
っ
た
も
の
の
損
な
わ
れ

る
こ
と
を
で
き
う
る
限
り
回
避
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
俺
は
で
き
う

る
限
り
こ
の
俺
だ
け
の
世
界
の
素
晴
ら
し
さ
を
保
証
し
て
い
た
い
。

　

地
球
最
後
の
一
人
に
な
り
、
い
く
ら
か
時
が
過
ぎ
た
。
俺
は
痩
せ
衰

え
、
昼
間
に
も
コ
ー
ト
を
着
て
い
る
。
衰
弱
し
、
寝
転
が
り
な
が
ら
も
、

降
り
注
ぐ
日
の
光
に
圧
迫
せ
ら
れ
る
気
分
で
い
た
。
小
さ
く
口
を
開
き
、

音
域
を
低
く
し
た
自
由
の
唄
を
自
ら
の
耳
に
届
か
せ
、
そ
れ
は
俺
に
悲

し
み
の
感
情
を
抱
か
せ
た
が
、
俺
は
歌
う
こ
と
を
止
め
な
か
っ
た
。
木

木
に
触
れ
る
た
び
俺
は
そ
れ
ら
を
長
時
間
撫
で
た
。
寄
り
か
か
り
幹
に

耳
を
当
て
る
と
、
波
の
音
の
聞
こ
え
る
よ
う
な
気
が
し
た
。
そ
れ
は
恐

ら
く
幻
聴
で
あ
っ
た
が
、
そ
う
感
じ
た
ら
俺
は
海
を
目
指
し
て
日
夜
歩

い
た
。
コ
ー
ト
は
も
う
だ
い
ぶ
傷
ん
で
い
た
。
髪
が
伸
び
て
い
た
。
髭

が
は
え
て
い
た
。
膝
が
き
し
ん
だ
。
声
が
か
す
れ
た
。
涙
が
時
折
流
れ
た
。

俺
は
海
に
た
ど
り
着
く
前
に
力
尽
き
て
し
ま
う
よ
う
な
気
が
し
涙
を
流

し
た
。
そ
の
涙
は
驚
く
べ
き
透
明
さ
を
も
っ
て
俺
の
瞳
よ
り
零
れ
た
。

そ
の
度
に
俺
は
海
を
見
た
い
と
い
う
思
い
を
強
め
た
。
昼
間
の
太
陽
を

鬱
陶
し
く
思
い
、
夜
の
月
に
痛
み
を
和
ら
げ
た
。
あ
る
日
赤
み
の
か
か
っ

た
月
が
昇
っ
た
。
俺
の
目
に
そ
れ
は
恐
ろ
し
く
映
り
、
俺
は
走
り
始
め

た
。
息
が
切
れ
切
れ
に
な
る
と
、
自
由
の
唄
は
ひ
ど
く
乱
れ
、
膝
は
き

し
み
、
汗
を
か
き
、
コ
ー
ト
を
脱
ぎ
捨
て
、
俺
は
海
を
目
指
し
て
走
っ
た
。

目
の
奥
が
熱
を
帯
び
る
と
驚
く
べ
き
透
明
さ
を
も
っ
て
涙
が
流
れ
、
そ

れ
ら
は
俺
の
あ
ら
ゆ
る
悲
し
み
の
感
情
を
増
幅
さ
せ
ま
た
静
め
た
。
俺

は
ま
た
走
っ
た
。
海
を
見
た
い
と
思
い
、
走
り
、
涙
を
流
し
た
。
自
由

の
唄
を
歌
い
、
聞
い
た
。
今
で
は
も
う
赤
く
染
ま
っ
た
月
を
見
、
鼻
を

す
す
り
、
走
っ
た
。
ま
た
目
の
奥
が
熱
を
帯
び
る
と
俺
は
涙
を
流
し
た
。

ほ
と
ん
ど
完
璧
に
近
い
暗
が
り
の
中
そ
の
涙
は
そ
れ
が
目
的
で
あ
っ
た

と
錯
覚
さ
せ
る
ほ
ど
に
驚
く
べ
き
透
明
さ
を
も
っ
て
俺
の
目
の
前
に
生

ま
れ
た
。

『
地
球
最
後
の
一
人
に
な
っ
た
ら
』

宮
野
菫

こ
れ
ま
で
に
訪
れ
た
国
は
七
か

国
。
わ
ず
か
２
年
ほ
ど
で
こ
れ
だ

け
訪
れ
た
の
だ
か
ら
、
い
か
に
旅

に
思
い
入
れ
が
あ
る
か
が
う
か
が

え
る
。

　

「
若
者
に
旅
を
広
め
る
」
と
い

う
理
念
を
持
つ
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ

で
は
、
広
報
と
し
て
記
事
の
執
筆

を
主
に
行
っ
て
い
る
と
い
う
。
ま

た
、
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
が
主
催
す

るBackPackFESTA

の
会
場
で

の
ア
ナ
ウ
ン
ス
や
、
台
本
作
成
に

も
携
わ
っ
て
い
る
。「
言
葉
で
誰

か
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と

が
嬉
し
い
」

　

こ
の
「
言
葉
で
伝
え
る
」
と
い

う
こ
と
へ
の
関
心
か
ら
、
奈
良
県

の
ラ
ジ
オ
局
Ｆ
Ｍ
五
條
で
ア
シ
ス

タ
ン
ト
を
務
め
た
経
験
も
あ
る
と

い
う
。
ま
た
、
老
人
ホ
ー
ム
で
朗

読
会
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
参
加
す

る
な
ど
、
幅
広
い
挑
戦
を
し
て
い

る
。

♯35．
新延　夕佳さん（法・３）
旅行家

　

新
延
さ
ん
は
旅
に
熱
中
す
る
よ

う
に
な
っ
た
き
っ
か
け
を
、「
一

回
生
の
3
月
ご
ろ
、
友
人
に
半
ば

無
理
や
り
誘
わ
れ
た
カ
ン
ボ
ジ
ア

旅
行
か
ら
、
頻
繁
に
旅
行
す
る
よ

う
に
な
っ
た
」
と
語
る
。「
人
生

が
う
ま
く
い
か
ず
思
い
悩
ん
で
い

た
こ
ろ
だ
が
、
現
地
で
友
人
と
別

れ
て
一
人
で
行
動
し
た
経
験
か

ら
、
悩
ん
で
い
る
こ
と
が
小
さ
な

こ
と
に
思
え
た
」。

　

新
延
さ
ん
は
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
に

行
く
一
週
間
前
ま
で
イ
ギ
リ
ス
に

留
学
し
て
い
た
。
こ
の
留
学
が
初

め
て
の
海
外
経
験
だ
と
い
う
が
、

多
様
な
ジ
ャ
ン
ル
に
挑
戦
す
る
新

延
さ
ん
に
、将
来
の
夢
を
聞
い
た
。

「
ま
だ
は
っ
き
り
と
決
ま
っ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
何
か

を
表
現
し
て
、
そ
れ
が
人
に
影
響

を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
う

れ
し
い
。
す
ご
く
大
き
な
視
点
で

い
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

と
い
う
も
の
を
も
っ
と
良
い
も
の

に
し
た
い
と
い
う
の
が
夢
。
ま
ず

は
社
会
人
と
し
て
経
験
を
積
も
う

と
思
う
。
そ
れ
か
ら
、
大
学
や
大

学
院
で
も
う
一
度
学
び
な
お
す
か

も
し
れ
な
い
」

　

本
人
は
謙
遜
す
る
が
、
話
を
聞

い
て
い
る
だ
け
で
圧
倒
さ
れ
る
よ

う
な
行
動
力
を
新
延
さ
ん
か
ら
感

じ
た
。
や
り
た
い
と
思
っ
た
こ
と

を
、た
め
ら
い
な
く
始
め
ら
れ
る
。

そ
れ
自
体
が
一
つ
の
能
力
だ
。

い
る
。
今
年
４
月
に
は
、
学
内
で

の
献
血
活
動
が
１
９
６
５
年
の
開

始
以
来
、
通
算
１
０
０
０
回
と
な

り
、
兵
庫
県
赤
十
字
血
液
セ
ン

タ
ー
か
ら
表
彰
を
受
け
た
。
同
委

員
会
に
よ
る
と
学
内
献
血
の
協
力

者
数
は
日
本
一
だ
。

　

献
血
協
力
者
を
増
や
す
た
め
に

心
が
け
て
い
る
こ
と
と
し
て
、
同

委
員
会
の
大
川
純
委
員
長
（
社
・

３
）
は
「
マ
イ
ク
な
ど
を
使
っ
て

呼
び
か
け
る
時
も
、
一
人
一
人
に

届
く
よ
う
に
笑
顔
で
呼
び
か
け
て

い
る
」
と
い
う
。
若
者
の
献
血
離

れ
は
深
刻
で
あ
る
な
か
、
同
委
員

会
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

宗
教
総
部
全
体
で
は
、
ハ
ン
セ

ン
病
の
国
立
療
養
所
邑
久
光
明
園

（
岡
山
県
瀬
戸
内
市
）
を
訪
れ
、

ハ
ン
セ
ン
病
元
患
者
と
の
交
流
を

続
け
て
い
る
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
は
ら
い
菌
に
よ
る

感
染
症
で
、
末
梢
神
経
の
ま
ひ

や
皮
疹
が
起
き
、
悪
化
す
る
と

顔
や
手
足
の
変
形
や
失
明
が
生

じ
、
差
別
の
原
因
と
な
っ
た
。
国

は
１
９
０
７
年
に
隔
離
政
策
を
開

始
。
患
者
を
療
養
所
に
入
れ
、
地

域
か
ら
の
排
除
が
進
め
ら
れ
た
。

感
染
力
は
極
め
て
弱
か
っ
た
う

え
、40
年
代
に
特
効
薬
が
登
場
し
、

早
期
治
療
で
後
遺
症
な
く
治
せ
る

よ
う
に
な
る
も
、
96
年
ま
で
隔
離

政
策
は
続
け
ら
れ
た
。

　

交
流
を
始
め
た
当
初
は
同
園
で

施
設
整
備
な
ど
の
ワ
ー
ク
キ
ャ
ン

プ
を
行
っ
て
い
た
。
現
在
で
は
偏

見
や
差
別
な
ど
の
歴
史
を
風
化
さ

せ
な
い
た
め
に
元
患
者
と
の
交
流

を
通
し
て
ハ
ン
セ
ン
病
を
理
解
し

伝
え
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

　

ハ
ン
セ
ン
病
を
巡
っ
て
は
、
６

月
、
差
別
や
偏
見
に
よ
っ
て
家
族

離
散
を
強
い
ら
れ
た
と
し
て
元
患

者
の
家
族
ら
が
国
に
損
害
賠
償
を

求
め
た
集
団
訴
訟
で
勝
訴
し
た
。

総
部
長
の
森
さ
ん
は
「
ハ
ン
セ
ン

病
に
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
こ
の

機
会
に
、
チ
ャ
ペ
ル
ア
ワ
ー
等
で

ハ
ン
セ
ン
病
の
歴
史
を
伝
え
、
風

化
を
食
い
止
め
た
い
」と
語
っ
た
。

い
」
と
魅
力
を
語
っ
た
。

　

「
献
血
実
行
委
員
会
」
は
学
内

外
で
献
血
推
進
活
動
を
行
う
。
ト

レ
ー
ド
マ
ー
ク
の
赤
い
エ
プ
ロ
ン

を
着
け
、
校
内
で
献
血
を
呼
び
か

け
る
様
子
が
印
象
的
だ
。

　

学
内
献
血
は
西
宮
上
ケ
原
キ
ャ

ン
パ
ス
で
年
４
回
、
神
戸
三
田

キ
ャ
ン
パ
ス
で
年
２
回
行
わ
れ
て

　

今
回
は
、
旅
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な

ど
、
幅
広
い
分
野
に
挑
戦
す
る
新に
い

延の
べ

夕ゆ

佳か

さ
ん
（
法
・
３
）
に
取
材
し
た
。

旅
を
若
者
に
広
め
る
こ
と
を
目
的
に

活
動
す
る
学
生
団
体
「
Ｔ
Ａ
Ｂ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
」
で
の
活
動
や
、
将
来
の
夢
な

ど
を
聞
い
た
。

　

「
千
刈
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ
」

は
、
関
西
学
院
千
刈
キ
ャ
ン
プ 

（
三
田
市
）で
キ
ャ
ン
プ
リ
ー
ダ
ー

活
動
を
行
っ
て
い
る
。
利
用
者

と
積
極
的
に
関
わ
り
、
有
意
義
な

キ
ャ
ン
プ
に
な
る
よ
う
サ
ポ
ー
ト

す
る
。

　

キ
ャ
ン
プ
利
用
者
に
満
足
し
て

も
ら
う
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良

い
か
を
常
に
考
え
、試
行
錯
誤
し
、

挑
戦
す
る
こ
と
を
繰
り
返
し
て
い

る
。
千
刈
キ
ャ
ン
プ
の
運
営
に
も

千
刈
キ
ャ
ン
プ
事
務
室
と
連
携

し
、
主
体
的
に
関
わ
っ
て
い
る
。

　

宗
教
総
部
総
部
長
で
リ
ー
ダ
ー

ズ
ク
ラ
ブ
に
所
属
す
る
森
翔
太
さ

ん
（
神
・
３
）
は
「
自
由
度
の
高

さ
が
魅
力
。
や
り
た
い
と
思
っ
た

こ
と
に
挑
戦
で
き
る
の
で
楽
し

宗教総部
vol.25vol.25

宗教総部

創部年：1952年

部　室：西宮上ケ原キャンパス
　　　　吉岡記念館２階

Twitter：@syu_soh

■
千
刈
リ
ー
ダ
ー
ズ
ク
ラ
ブ

■
献
血
実
行
委
員
会

■
元
ハ
ン
セ
ン
病
患
者
と
の
交
流
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「
結
果
は
つ
い
て
き
た
だ
け
。

　

勝
た
な
け
れ
ば
と
い
う

思
い
は
い
つ
も
同
じ
」

「
奉
仕
の
た
め
の
練
達
は
、

卒
業
し
て
か
ら
重
要
だ
と

わ
か
る
」

10
月
28
日
、
本
学
Ｏ
Ｂ
で
あ
り
、
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
に
所
属
す
る
近
本
光
司
選
手

︵
25
︶
が
、
本
紙
の
独
占
取
材
に
応
じ
た
。
関
西
学
院
大
学
の
専
門
紙
と
も
い
え
る
本

紙
が
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
総
評
や
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
、
母
校
へ
の
思
い
に
迫
っ
た
。

︵
聞
き
手　

有
冨
晴
貴
、
木
村
航
太
︶

̶
̶

ル
ー
キ
ー
イ
ヤ
ー
な
が
ら
、

盗
塁
王
や
、
今
シ
ー
ズ
ン
の
安
打

数
で
セ
・
リ
ー
グ
同
率
５
位
に
輝

く
な
ど
、大
き
く
活
躍
し
ま
し
た
。

今
シ
ー
ズ
ン
の
総
評
は

　

「
自
分
で
最
も
評
価
し
て
い
る

の
は
、
シ
ー
ズ
ン
を
通
じ
て
一
軍

に
帯
同
し
、
試
合
に
出
続
け
ら
れ

た
こ
と
。
結
果
や
記
録
は
つ
い
て

き
た
だ
け
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

打
撃
面
の
記
録
も
も
ち
ろ
ん
大
事

で
す
が
、
盗
塁
王
を
獲
得
で
き
た

こ
と
が
一
番
嬉
し
い
で
す
。た
だ
、

数
字
は
赤
星
さ
ん
（
元
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
。
現
野
球
解
説
者
）
が
も

つ
球
団
新
人
記
録
、
39
盗
塁
に
は

届
か
な
か
っ
た
。
来
期
以
降
の
指

針
に
し
て
い
ま
す
」

̶
̶

大
学
、
社
会
人
、
プ
ロ
と
野

球
経
験
を
積
ん
で
き
ま
し
た
。
そ

れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
で
感
じ
た
こ

と
は

　

「
今
思
え
ば
、
大
学
で
は
速
さ

や
強
さ
に
と
ら
わ
れ
す
ぎ
て
い
た

よ
う
に
思
い
ま
す
。
社
会
人
野
球

で
は
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
や
間
の
取
り

方
が
大
事
。
剛
速
球
と
い
う
わ
け

で
は
な
い
の
に
、
打
て
な
か
っ
た

球
も
あ
る
。
プ
ロ
に
な
っ
て
感
じ

た
こ
と
は
、
速
さ
や
強
さ
、
テ
ク

ニ
ッ
ク
や
間
の
取
り
方
も
、
す
べ

て
今
ま
で
以
上
だ
と
い
う
こ
と
。

本
当
に
、﹃
ス
ゴ
イ
﹄
と
い
う
言

葉
が
ぴ
っ
た
り
で
す
」

̶
̶

レ
ギ
ュ
ラ
ー
シ
ー
ズ
ン
の
最

後
に
は
、
破
竹
の
６
連
勝
で
ク
ラ

イ
マ
ッ
ク
ス
シ
リ
ー
ズ
へ
の
切
符

を
手
に
し
ま
し
た
。
当
時
の
心
境

は
　

「
試
合
に
勝
た
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
想
い
は
い
つ
も
同

じ
で
す
が
、
あ
の
時
は
フ
ァ
ン
の

方
の
声
援
が
一
段
と
す
さ
ま
じ

か
っ
た
。
と
て
も
後
押
し
さ
れ
ま

し
た
」

̶
̶

来
シ
ー
ズ
ン
に
も
期
待
が
か

か
り
ま
す
。
今
後
の
目
標
、
意
気

込
み
は

　

「
盗
塁
王
は
最
低
で
も
３
年
間

は
取
り
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
し
、
盗
塁
の
成
功
率
を
上
げ
て

い
く
必
要
も
感
じ
て
い
ま
す
。
あ

と
は
、精
神
的
に
も
チ
ー
ム
を
引
っ

張
る
存
在
に
な
る
こ
と
。
チ
ー
ム

の
中
心
に
な
っ
て
い
き
た
い
で
す

ね
」

̶
̶

入
団
当
初
か
ら
ご
結
婚
さ
れ

て
い
ま
す
。
奥
様
と
は
ど
ん
な
関

係
で
す
か

　

「
と
て
も
信
頼
し
て
い
ま
す
。

家
で
は
野
球
の
話
を
ほ
と
ん
ど
し

な
い
の
で
す
が
、
家
に
帰
っ
た
と

き
に
信
頼
で
き
る
話
し
相
手
が
い

る
こ
と
は
、
と
て
も
あ
り
が
た
い

こ
と
で
す
。
家
に
帰
る
と
、
何
が

あ
っ
て
も
フ
ラ
ッ
ト
な
状
態
に
戻

れ
ま
す
」

̶
̶

関
西
学
院
大
学
の
思
い
出
や

印
象
は

　

「
ス
ク
ー
ル
モ
ッ
ト
ー
の

＂Mastery for Service

＂
の
重

要
さ
を
実
感
す
る
機
会
が
増
え
ま

し
た
。
奉
仕
と
い
う
の
は
、
自
分

に
余
裕
が
な
い
と
で
き
な
い
。
だ

か
ら
こ
そ
、
奉
仕
す
る
た
め
に
は

練
達
が
必
要
だ
と
分
か
り
ま
し

た
。
誰
か
の
た
め
に
自
分
が
成
長

す
る
と
い
う
考
え
方
に
在
学
中
は

至
ら
ず
、
も
し
で
き
て
い
た
ら
、

と
い
う
後
悔
は
あ
り
ま
す
。
も
う

一
度
学
生
に
戻
っ
て
み
た
い
、
そ

う
思
う
よ
う
な
大
学
で
す
」

̶
̶

最
後
に
、
在
学
生
に
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す

　

「
卒
業
し
て
か
ら
、﹃
大
学
で

も
っ
と
色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
て

お
け
ば
よ
か
っ
た
﹄と
感
じ
ま
す
。

皆
さ
ん
に
は
、
今
や
っ
て
い
る
こ

と
や
、
こ
れ
か
ら
や
り
た
い
こ
と

が
た
く
さ
ん
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
の
な
か
の
一
つ
だ
け
で
は
な
く

て
、
部
活
動
や
学
問
、
先
生
と
の

か
か
わ
り
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と

に
全
力
で
取
り
組
ん
で
、
悔
い
な

く
大
学
生
活
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
」

ち
か
も
と
・
こ
う
じ

２
０
１
７
年
、
本
学
法
学
部

を
卒
業
後
、
社
会
人
野
球

チ
ー
ム
の
大
阪
ガ
ス
に
所

属
。
一
年
目
か
ら
レ
ギ
ュ

ラ
ー
と
し
て
活
躍
し
、
都
市

対
抗
野
球
で
の
チ
ー
ム
優
勝

に
貢
献
。
２
０
１
８
年
、
ド

ラ
フ
ト
一
位
で
阪
神
タ
イ

ガ
ー
ス
に
入
団
。
シ
ー
ズ
ン

開
幕
戦
で
中
堅
手
と
し
て
ス

タ
メ
ン
起
用
さ
れ
る
。
そ
の

後
は
一
度
レ
ギ
ュ
ラ
ー
を
外

れ
る
も
、
４
月
に
代
打
で
プ

ロ
初
本
塁
打
を
打
っ
て
以

来
、
一
番
・
中
堅
手
と
し
て

定
着
し
、
セ
・
リ
ー
グ
新
人

最
多
安
打
記
録
、
盗
塁
王
な

ど
の
活
躍
を
残
す
。
最
優
秀

新
人
賞
は
逃
し
た
も
の
の
、

新
人
特
別
賞
を
受
賞
。25
歳
。

阪
神
甲
子
園
球
場
で
、
取
材
に
応
じ
る
近

本
光
司
選
手

近本光司選手

インタビュー

阪神タイガース


